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水泳選手の競技動機に関する研究

小村 完
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A Study of Sports Motivation aD10ng COJDpetitive Swinun.ers 

Takashi KOMURA 

Abstract 

In order to measure the Competitive Motivation Level of competitive swimmers， we applied 

the TSMI Test， developed by the Japan Physicical Education Association to competing swimmers 

from the Primary， Junior High and High Schools in Hiroshima Prefecture. The results were as 

follows: 

1) ln a comparison of males with females， males showed a higher scoring in the categories 

of 1…challenge to achieve a goal， 2…desire to improve skills， 3…overcoming difficulties， 4… 
orientation towards victory， 7…cool (rational) judgment， 8...psychological toughness， and 11... 

combative spirit， than females， leading one to deduce that they have a higher competitive drive. 

And further， females showed higher scores in 5…anxiety about failure and 6…anxiety about 

getting uptight， indicating that females are lacking in ∞01 judgment and psychological power 

in competitive situations and are less able to exercise the ability to control their selves. 

2) To study di任erencesin age levels， we divided the competitors into the three groupings of 

Primary School， Junior High School and Senior High School. As a result， a significant di任erence

was registered in 1…challenge of a goal， 4…orientation towards victory， 11…combative spirit 

and 13…lack of restraint， where， by actively challenging their goals and limitations as well 

as by determination to win in competition， Primary School students were rated the strongest， 

followed by Junior High， and then Senior High School students. And further， Primary School 

students took high scores in 7…cool judgment， 8…psychological toughness， etc. and showed 

emotional stability in competition. Moreover， 9…receptivity to coaching and 10... maladjustment 

to coaching showed primary School students demonstrating an a伍rmativereaction making clear 

that a good relationship existed between the competitors and their coaches. 

3) With regard to the level of competition， comparisons were made between those taking part 

in national competitions and those who only take part in regional contests. The group who 

took part in national contests showed their superiority in 1…challenge to achieve a goal， 2… 
desire to improve skills， 3... overcoming difficulties， 4-orientation towards victory， 5...anxiety 

about failure， 6…anxiety about getting uptight， 7…cool judgment， 11…combative spirit， 12… 

intellectual interest， 13…lack of restraint and 16…planning. They show both a high level of 
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良い競技成慣をあげる上で，スポーツに取り組む選手の意欲と言うものは極めて重要な要素で

あると考える。特に水泳のように単調な動きの繰返しの運動の場合，水泳競技と言うスポーアに

如何なる価値を見出し，その価値に対して如伺なる努力をするかと言ったことが，その成果に大

きく関わってくることは言うまでもない。杉原))は， f動機の強さは個人の持つ一般的潜在的な傾

向であるが， これに価値意識や興味などの知的， または情君、的要因が関与し，はじめて意欲的な

行動として表出すると考える。」と述べている。 L、かに優れた肉体的な資質を持ち合わせたとして

も，厳しい練習に耐え，多くの障害や困難を克服して意欲的に競泳に取り組む姿勢がなければ，

折角の素質も開花させることはできないであろう。又，指導者は選手のやる気，競技意欲と言っ

たものを喚起させることは勿論のこと，水泳競技の選手としてし、かなる心理的適性を持ち合わせ

ているかと言ったことを把握しておくことも，指導上欠かせない大切な要素と考える。

今回，日本体育協会が選手の競技動機を測定するために開発したTSMIテスト(日本体育協

会競技動機調査:Taikyo Sport Motivation Inventory)を使って広島県下の小・中・高校生水

泳選手の水泳競技に対する「意欲」について調査・検討を行ったので，その結果を報告する。

尚， TSMIは146項目の質問からなる質問紙法で，① 目標への挑戦 ②技術向上意欲 ③困

難の克服 ④勝利志向性 ⑤失敗不安@緊張性不安 ⑦冷静な判断③精神的強靭さ @コー

チ受容⑩対コーチ不適応 ⑪闘志 ⑫知的興味 ⑬不節制j ⑪練習意欲 ⑮競技価値感 ⑮計

画性 ⑪努力への因果帰属 ⑬応答の正確性の18の尺度で構成されている。回答は fA. よくあ

てはまるj，fB.ややあてはまるj，fC.あまりあてはまらないj，fD. まったくあてはまら

ない」の4つの選択肢から 1つを選び，回答には4点から 1点までの得点が与えられる。尺度の

得点は，各尺度(①から⑬の尺度)を構成している質問項目(146項目あり 1つの尺度は8質

問項目で構成)の得点、を合計して求める方法である。

E 研究方法

a 調査対象

広島県水泳連盟に競技者登録をしている県下の小学生 (5・6年)，中学生及び高校生の水泳選

手(水球，シンクロナイズドスイミングの選手も含む〉

b 調査方法

県水連登録団体 (80団体)の代表者宛に質問紙，回答用紙及び実施マニアルを郵送し，期限を

定めて選手が回答したものを各団体でまとめて回収した。

c 調査期間

昭和60年10月 ~12月にかけて実施した。

d 集計

テストを構成する 18の尺度の中にそれぞれ含まれる質問項目の得点を合計し，各尺度の得点を

求めた。尚，回答の次けた項目のあるもの，及び尺度 f18.応答の正確性j(質問への回答が不注

意ゃいし、かげん，でたらめであったか否かをチェッする尺度)においてその得点が29点以下のも

のは集計の対象外とした(削除件数74)。

E 結果及び考察

各個人の得点を男・女，小・中・高校生，全国レベル大会出場者と地域大会出場者及び水球，

シγクロナイズドスイミングのグループに分けて集計し(各グループの内訳けは表 1に示す)，そ
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れぞれの平均値，標準偏差値を算出し，グル 表ー 1 対象者内訳

ープ聞の比較検討を行った。又，図(1， 2，

3)は上記の方法で得た得点をTSMIの各

尺度の評価基準表にそってプロットしたもの

である。

¥¥¥|年齢レベル|競技レベル

表2は男女について各尺度ごとの平均値，

標準偏差の比較及びその有意差の検定結果を

示したものである。又，図 1は，表2の値を

TSMI基準表に基づいてスタナイン得点に

変換してプロフィール化したものである。

ここでは.1.目標への挑戦. 2.技術向上意

欲.3.困難の克服.4.勝利志向性 の各尺度

において男子が女子よりも有意に高い得点を

競 泳 小学生

男 子 中学生

280名 高校生

女 子中学生

281名 高校生

オミ 球|

表-2 T5MI各尺度得点の男女の比較¥¥J 男子(N=28の
Mean (5D) 

1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強籾さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 闘 てii!:、

12 知的興味

13 不 節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計 画性

17 努力への因果帰属

料:P<O.Ol 

* : P<0.05 

21.8(4.15) 

23.2(4.10) 

22.3(4.11) 

19.4(4.84) 

20.5(5.23) 

19.0(4.59) 

19.5(4.12) 

21.1(3.84) 

22.7(5.14) 

17.0(4.92) 

24.3(4.75) 

21.4(5.37) 

19.9(3.73) 

17.2(4.10) 

22.5(4.似)

19.2(3.92) 

25.6(3.83) 

Mean (5D) 

20.6(3.76) 

21.9(3.66) 

21.5(3.97) 

18.2(4.55) 

22.9(4.93) 

20.2(4.50) 

17.7(4.01) 

19.5(3.64) 

22.1(4.86) 

17.2(5.66) 

22.2(4.82) 

21.4(5.37) 

20.0(3.46) 

16.9(3.75) 

22.4(3.66) 

17.8(3.60) 

25.4(3.53) 

123名
全出場国大者会 42名

94名

63名
地出場域者大会 238名

99名
自号室会 29名

73名

109名
地出場域大者会 252名

23名

5名
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示している 3 即ち， 目標への挑戦的態度， 自己の技能を向上させたL、と言う思いや，幾多の困

難に負けることなく克服してゆこうと言った競技意欲の主要な因子は男子の方が女子に比べて優

れておりパ、わゆる「やる気」のあるのが伺える。又， 7.冷静な判断.8.精神的強靭さ 11.闘志

の尺度も男子が有意に上位を示し，女子に比べて試合場面において冷静な判断をしたり，不利な

状況の中でも精神的な強さを発揮することができそうである。さらに， 16.計画性の尺度において

も男子が有意に優位を示し，試合のし方や練習についても見通しを持って計画的に行っているの

が伺える。一方.5.失敗不安.6.緊張性不安では女子が高い値を示しているが，これは女子の場

合，男子に比較して渓技場面において過度に心配したり，緊張したりする度合が高く，敗けはし
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注誌とf 2 3 4 5 6 7 8 9 

1.目標への挑戦
/ t )・

2.技術向上意欲 IC( • 3. 困 難の 克服 》 • 体--<<
〆

4. 勝手IJ志向性
怜~、

5.失 敗 不安 1・h工
6.緊張性不安 匝ρV 

7. 冷情静緒な判断
( 安定性)

r、p

8.精神的強靭さ ロ¥4
9. コ ーチ受容 〉明
10.対コーチ不適応

./ W 
11.闘 =，tu t 仁ン/ . 

12.知的興味 ~ 
13.不 節 市l 〉
14.線 習 意欲 c脅
15.競技 価値観

コー16.計 困 性 仁く
“ 17.努力への因朝帯属 ¥司・

図1 広島県水泳選手のTSMI・男女プロフィール

ないか，失敗するのではないかと言った不安が増し，冷静な判断や精神的な強さに欠け，情緒的，

感情的になりやすい傾向にあることを示している。

表 3及び図 2は小学生，中学生，高校生と年令レベルで、比較したものである。ここでは，まず，

1.目標への挑戦， 4.勝利志向性， 13.不節性 の各尺度に 3グループ聞でその得点に有意差が認

められた。自己の目標や限界に積極的に挑む意欲や競技において勝とうとする意欲，あるいはそ

うした意欲の裏付けとしての生活習慣の良，否については小学生が最も優れ，次いで中学生，高

校生の順となっている。対外的にも注目されはじめる年代の高校生に競技意欲が低い， と言った

傾向のあることについては，低迷している広島県の競技成績を如実に示していることが推察され

ると同時に，小学生時代に持ち合わせている高い意欲をL、かに持続させるかが今後に課せられた

課題と言えよう。又， 5.失敗不安， 6.緊強性不安の尺度，つまり，競技場面でつきまとう不安傾
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表-3 TSMI各尺度得点の小・中・高校生の比較

¥¥¥  

1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 -失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 闘志

12 知的興味

13 不 節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計画性

17 努力への因果帰属

料:P<O.01 

* : P<0.05 

岬生…|世(N叶高融制=219)

Mean (SD) I Mean (SD) I Mean (SD) 

21.9(3.90) 21.0(3.75) 20.6(4.13) 

22.7(3.83) 22.3(3.93) 22.7(4.05) 

22.3(4.17) 21.8(3.76) 21.7(4.02) 

19.8(4.48) 18.8(4.63) 17.9(4.85) 

20.5(5.2め 21.7(5.23) 22.8(4.79) 

18.5(4.42) 19.8(4.60) 20.6(4.41) 

18.8(4.08) 18.5(3.63) 17.4(.408) 

20.9(3.64) 20.4(3.69) 19.5(3.89) 

24. ~(4.39) 22.4(4.82) 20.2(4.96) 

15.5(4.54) 17.8(5.66) 18.5(5.25) 

24.7(4.41) 22.4(4.60) 22.3(5.10) 

21.3(5.35) 20.6(5.30) 22.3(5.31) 

19.3(3.58) 20.1(3.28) 20.5(3.56) 

17.5(3.81) 16.5(3.48) 17.2(4.17) 

23.2(3.86) 21.8(3.67) 22.2(3.印〕

18.7(3.82) 18.2(3.34) 18.7(4.01) 

26.2(3.59) 25.1(3.86) 24.7(3.51) 
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向に対しても，小・中・高校の順に有意に高くなっている。 5.6.の尺度とは逆に競技場面で自

己の力を充分発揮出来る精神的な力強さと言った面，つまり， 7.冷静な判断， 8.精神的強靭さ，

11.闘志の尺度においても小学生が最も高得点を示しており，競技場面においても情緒的な面で

自己をコ γ トロールする能力に優れていることが伺える。 9.コーチ受容， 10.対コーチ不適応の

尺度では，いずれも小学生に好しい傾向が見られ，コーチを信頼し，コーチの指示に対しても柔

順で，コーチとの人間関係がうまく得られているようである。しかし，これが中・高校へと年齢

が高くなるにつれて，コーチとの関係が好しくない方向へと進んでゆく傾向は，水泳競技がL、く

ら個人競技のスポーツとは言え，技術的にも精神的にも，未だ支えの必要な年齢の段階でこの様

な傾向を示すことは競技意欲の問題も含めてコーチも選手も根本的に検討する必要性を感じる。

一方， 12.知的興味，つまり，水泳に関する知的な情報に関心を示すか否かに関しては，高校生が

最も高い得点、を示し，水泳に関しての知識欲の深いことが示されている。更に， 15.競技価値感，

17.努力への因果帰属即ち，現在自分の取り組んでいる水泳というスポーツが自分にとって価値

あるものと考え， さらに競技において良い成蹟や記録が出せたとか，技術的な向上は自分の努力

によるものであると言った考え方においては小学生が最も高得点、を示し，水泳に取り組むひたむ

きな姿勢が伺える。

表4及び図 3は競技レベルについて，全国的なレベルの大会へ出場した選手とそれ以下のプロ

y タレベJレ位までの大会に出場した選手との比較である。

1.目標への挑戦， 2.技術向上意欲， 3.困難の克服 4.勝利志向性， 5.失敗不安， 7.冷静な判

断， 11.闘志， 12.知的興味， 13.不節制， 16.計画性 といずれの尺度も全国大会出場者の方が，

いわゆる，やる気の面で高いものを示し，競技会で良い成鼠をあげよう，記録を向上させようと
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1.目標への挑戦 ど立舟
トー

d望v 乙.技術向上意欲

3 困難 の 克 服 |何.
4.勝利 志向性 ム辺 、
5.失敗不安 J写 手

6.緊張 性不安 ，-， s Cy 
7.冷静な判断 j!ピイ)-. 

(↑前昔安定性)

8. 精神的強靭さ 中立!除、
9. コー チ 受容 d u Þ--~ 
10.対コーチ不適応 .、戸 止さ戸
11闘 '=Ltr 、 K竺• 12.知的興味 ~.ぞ?、
13.不 節 制l 連主払
14.線習 意 欲 ~ ~-
15.競技価値 観

¥ 

ロム;・
~ 

〆

16.計 回 性

17.努力への肉刺帯属 ~コ、、.

図2 広島県水泳選手のTSMI・小・中・高校生のプロフィーノレ

言った水泳競技に対する意欲が見られ，又，競技場面における様々なプレッシャーに対する抵抗

力も強く，冷静に状況判断も出来，強い闘争心も持ち合わせている。ただ，競技に対する知的な

情報に対しても，関心が深く，練習や競技に際して，良いコンディションづくりを心がけ，しか

も計画的に練習等に取り組もうと言った姿勢を示しながらも 14.練習意欲 の尺度，つまり練習

に対して意欲的にしかも持続的な取り組みが出来るか否かと言った最も根本的なところで，いず

れのグループもその意欲に少し欠けるところがあり，しかも，グループ聞にも差が見られない状

況に対しては，これが直接競技成績と言う結果として表われるところから，選手と指導者の一丸

となった取り組みが期待されるところである。一方，地域レベルの選手では生活習慣は，全国レ

ベルの選手と変わらないが，経験不足のためか，試合等の緊張場面においては，不安の高まる傾

向のあることが伺える。
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表-4 T SM 1各尺度得点の競技レベルによる比較

¥¥」
1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 関 ddGz 、

12 知的興味

13 不節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計 画性

17 努力への因果帰属

紳:P<O.01 

本:P<0.05 

全国(大N会=9出0場〉者
(N= 

Mean (SD) 、Mean(SD) 

22.7(3.72) 20.9(3.97) 

23.7(3.86) 22.4(3.92) 

23.2(3.94) 21.7(3.99) 

21.4(4.58) 18.4(4.59) 

19.9(5.54) 22.0(5.01) 

18.8(5.12) 19.7(4.45) 

19.7(4.23) 18.4(4.06) 

20.7(4.13) 20.2(3.74) 

22.5(4.86) 22.2(5.02) 

17.6(4.90) 17.1(5.36) 

24.8(4.31) 22.9(4.88) 

24.1(4.65) 21.0(5.33) 

18.8(3.20) 20.1(3.55) 

18.0(3.62) 17.0(3.90) 

23.3(3.68) 22.3(3.86) 

19.8(2.82) 18.3(3.90) 

25.2(3.60) 25.4(3.72) 
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表 5は男子について，小・中・高校生のレベルで、比較したものである。グループ間で差異の見

られたものは. 9.コーチ受容. 10.対コーチ不適応，で学年が低くなる程， コーチに対する信頼

感が高く，コーチの指示に対しでも柔順でコーチとの人間関係がスムーズにL、っている様であ

る。

その他 11.闘志，でも小学生が最も有意に高く，試合に臨んで，又，せり合等の場面でファイ

ティングスピリットのあるところを見せている。又，試合や練習に対して良いコンディショシで

臨むべく生活習慣もきちんとしており，まじめに水泳競技へ取り組んでいるのが伺える。

一方，女子では(表 6)1.目標への挑戦. 4.勝利志向性.5.失敗不安. 6.緊張性不安.7.冷静

な判断.8.精神的強靭さ 9.コーチ受容. 10.対コーチ不適応. 11.闘志. 14.練習意欲. 15.競技

価値感 に小学生が有意に最も高い得点を示し，次いで，殆んどの尺度で中・高の順となり，小

学生が最もやる気があり，勝利を志向し，試合場面においても自己を統制する能力にすぐれ，水

泳競技そのものに対する価値感も高い様である。又，コーチとの関係も良好の様である。

表 7・8は競技レベルを全国大会出場者と地域レベルの大会出場者について，男女別に見たも

のである。

男女とも競技達成動機の尺度ではほぼ同様の傾向を示し，全国大会出場者が意欲があり計画性

もあり，生活習慣もしっかりしていて勝利を志向している。ただ，試合場面における緊張とか不

安と言った傾向は，男子では，グループ聞に差は見られ地域レベルの男子が劣っているものの，

尺度得点では，女子の方が大きく上廻っており，競技場面で自己を統制する能力は地域レベルの

男子より全国大会出場の女子選手の方が劣っている様である。文，コーチに対する信頼感やコー

チの指示に対する柔順さは，男子のグループ聞には差は認められないが，女子では全国大会出場
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1.目標への挑戦

2.技術向上意欲

3.困難の克服

4.勝利志向性

5.失敗不安

6.緊張性不安

7・売品芸品F
8.精神的捻靭さ

9. コー チ受容

10.対コーチ不適応

11.闘 ii:也t、

12.知的興味

13.不 節 制l

14.練習怠欲

15.競技価 値観

16.計 画 性

17.努力への因果席属
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図3 広島県水泳選手のTSMI・全国大会・地域大会出場者のプロフィール

者が有意に高く，しかも，その得点はかなり高いところから，女子選手には特に信頼できる指導

者の存在が競技レベルに大きく関わっていることが伺える。

表gは水球選手の各尺度得点である。対象となった選手が全て高校生であるところから，表5

の男子高校生と比較してみると， 4.勝利志向性， 12.知的興味に水球選手がやや高い得点を示すと

共に， 9.コーチ受容， 10.対コーチ不適応の尺度では逆に否定的な反応を示し，指導者との関係が

うまくいっていない様子が伺える。他の尺度では殆んど差は認められなし、。

又，表10はシンクロナイズドスイミソグの選手の得点を示すものである。シンクロは未だ競技

人口も少く，特に県内には他のチームがなく，対外試合と言えば県外で行われると言う状況にあ

る。今回の対象者は5名と少し小中学生が含まれるので表2の女子と比較してみた。これによ

ると， 4.勝利志向性， 11.闘志， 12.知的興味， 17.努力への因果帰属 の尺度以外では全て肯定
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表-5 TSM 1各尺度得点の男子学年別の比較

=123) ¥¥¥|労品d学生|男持生 (N=94) 検定結果

1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 悶 ゴd也コr、

12 知的興味

13 不節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計画性

17 努力への因果帰属

料:p<O.OI 
キ :pく0.05

Mean (SD) I Mean (SD) Mean (SD) 

22.0(3.97) 21. 7(3.92) 21.5(4.53) 

22.9(4.03) 23.1(4.23) 23.6(4.18) 

22.6(4.13) 22.0(3.75) 22.2(4.27) 

20.1(4.58) 19.4(5.16) 18.6(4.79) 

19.8(5.14) 20.7(5.60) 21.3(4.92) 

18.3(4.20) 19.4(5.25) 19.8(4.51) 

20.0(4.17) 19.3(3.72) 18.9(4.22) 

21.1(3.81) 21.5(3.25) 20.7(4.17) 

24.6(4.33) 22.7(4.97) 20.1(5.17) 

15.6(4.60) 17.5(4.93) 18.6(4.84) 

25.1(4.19) 23.4(4.87) 23.9(5.23) 

21.6(5.45) 20.3(5.19) 21.9(5.34) 

19.3(3.69) 20.1(3.57) 20.7(3.73) 

17.3(3.75) 16.3(3.76) 17.7(4.57) 

23.0(3.98) 21.7(3.87) 22.4(4.19) 

19.0(3.97) 18.9(3.31) 19.5(4.25) 

26.3(3.67) 25.5(4.06) 24.6(3.70) 

表-6 TSMI各尺度得点の女子学年別の比較

キ*

*キ

キ

* 

キ*

¥¥¥¥¥¥¥I女子(N小=叫学生I女子(N中=73)学生I女昨子持剛筏生I検定結果

Mean (SD) I Mean (SD) I Mean (SD) 

1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 悶 てd己t、

12 知的興味

13 不節句j

14 練習意欲

15 読技価値観

16 計画性

17 努力への因果帰属

**: P<O.01 
* pくO.白

21.8(3.81) 

22.4(3.61) 

21.8(4.19) 

19.5(4.33) 

21.4(5.25) 

18.7(4.68) 

19.6(4. .0) 

20.7(3.39) 

23.6(4.32) 

15.4(4.49) 

24.2(4.57) 

20.9(5.20) 

19.4(3.臼〉

17.6(3.84) 

23.4(3.69) 

18.2(3.60) 

26.2(3.47) 

20.3(3.40) 19.7(3.58) *本

21.4(3.36) 21.9(3.78) 

21.4(3.87) 21.2(3.7の
18.3(4.32) 16.9(4.52) ネネ

22.9(4.76) 24.4(4.30) キキ

20.3(4.04) 21.4(4.26) *本

17.7(3.43) 15.9(3.52) ** 
19.3(3.79) 18.5(3.47) 当許可ド

22.2(4.79) 20.6(4.85) キキ

18.2(6.37) 18.2(5.67) キキ

21.5(4.39) 20.8(4.69) キ*

20.5(5.49) 22.6(5.26) 制ド

20.3(3.10) 20.5(3.53) 

16.3(3.24) 16.6(3.82) 司年

21. 7(3.58) 21.9(3.55) ネホ

17.5(3.41) 17.8(3.71) 

25.2(3.67) 24.8(3.40) * 

- 31一
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表ー7 TSMI各尺度得点の男子競技レベルによる比較

¥¥  |昔話目諸|労梓部会|附旦
¥¥¥¥¥¥Mean (SD) Mean (SD) 

1 日標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 闘 志

12 知的興味

13 不節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計画性

17 努力への因果帰属

特:P>O.Ol 

* : P>0.05 

23.6(3.71) 21.4(4.17) 

24.3(3.86) 23.0(4.14) 

幻 .6(4.33) 22.1(3.99) 

21.1(5.17) 19.1(4.70) 

18.5(5.98) 20.9(4.98) 

17.7(5.56) 19.3(4.39) 

20.8(4.43) 19.2(4.02) 

21.9(4.19) 20.9(3.72) 

22.7(5.54) 22.7(5.08) 

17.8(5.74) 16.9(4.75) 

25.5(4.62) 24.1(4.75) 

23.8(4.85) 21.0(5.36) 

18.5(3.69) 20.2(3.66) 

17.7(4.10) 17.2(4.07) 

23.7(4.12) 22.3(4.02) 

20.0(3.19) 19.0(4.04) 

25.6(3.26) 25.5(3.96) 

表-8 TSMI各尺度得点の女子競技レベルによる比較

*ホ

ヨ俳

ヨ酢

ヨ俳本

当酔

ヨ酔

キホ

キホ

割俳

九¥¥¥可¥ I 女出場子者全〈国N=29大会~ I 女子(N地=域捌大会 I検制果

¥¥¥¥¥Mean (SD) Mean (SD) 

1 目標への挑戦

2 技術向上意欲

3 困難の克服

4 勝利志向性

5 失敗・不安

6 緊張性不安

7 冷静な判断

8 精神的強靭さ

9 コーチ受容

10 対コーチ不適応

11 闘 志

12 知的興味

13 不節制

14 練習意欲

15 競技価値観

16 計画性

17 努力への因果帰属

料:p<O.01 

* : p<O.SO 

22.2(3.18) 20.4(3.74) * 
22.7(3.66) 21.8(3.63) 

22.9(3.52) 21.3(3.95) 当ド

21.9(3.97) 17.8(4.40) ** 
22.0(5.20) 23.0(4.89) 

20.3(4.95) 20.1(4.47) 

18.7(4.15) 17.6(3.96) 

19.3(4.∞) 19.5(3.63) 

24.3(2.88) 21.8(4.97) キネ

16.2(3.76) 17.3(5.83) 

24.8(3.96) 21.9(4.78) *ホ

24.5(4.51) 21.1(5.37) キ*

18.8(2.78) 20.2(3.48) 判ド

17.6(3.∞〉 16.8(3.79) 

23.1(3.34) 22.3(3.74) 

19.2(2.51) 17.7(3.66) 本

26.0(3.85) 25.3(3.53) 
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表-9 水球選手のTSMI各尺度
得点

¥¥¥ 水 球(N=23)

Mean (SD) 

1 目標への挑戦 21.2(4.03) 

2 技術向上意欲 23.1(3.91) 

3 困難の克服 22.2(3.61) 

4 勝利志向性 20.5(4.46) 

5 失敗・不安 20.5(3.50) 

6 緊張性不安 19.8(3.68) 

7 冷静な判断 18.1(3.16) 

8 精神的強靭さ 19.9(3.14) 

9 コーチ受容 19.0(3.78) 

10 対コーチ不適応 19.7(3.93) 

11 闘 dづLz、 23.1(3.66) 

12 知的興味 23.4(4.29) 

13 不節制 19.2(2.37) 

14 練習意欲 18.6(3.21) 

15 競技価値観 22.6(2.95) 

16 計画性 19.6(2.62) 

17 努力への因果帰属 23.1(2.98) 

表-10 シンクロ選手のTSMI

各尺度得点

¥¥¥ シンクロ(N=5)

Mean (SD) 

1 目標への挑戦 22.6(1. 74) 

2 技術向上意欲 24.4(2.94) 

3 困難の克服 24.4(1.02) 

4 勝利志向性 18.2(4.75) 

5 失敗・不安 21.4(4.54) 

6 緊張性不安 18.8(3.76) 

7 冷静な判断 20.4(3.01) 

8 精神的強靭さ 22.4(1.02) 

9 コーチ受容 24.2(2.48) 

10 対コーチ不適応 11.6(1.36) 

11 闘 志 22.0(3.10) 

12 知的興味 20.0(4.86) 

13 不節制 18.6(1.62) 

14 練習意欲 17.8(1.60) 

15 競技価値観 24.0(1.90) 

16 計画性 20.6(2.06) 

17 努力への因果帰属 24.0(3.41) 

的反応を示し，競技意欲も高く，特に，コーチとの関係が極めて良好な状態にあるのが，他のグ

ループとの大きな相違点である。コーチの人柄や技術力，熱意、等が感じられると共に，選手達が

コーチを信頼し，水泳にひたむきに取り組んでいるのが伺える。

W 要 約

水泳選手の競技勤撲を測定するために，日本体育協会の開発した TSMIテストを広島県下の

小・中・高校の水泳選手に実施した。その結果，

① 男女聞の差異については.1.目標への挑戦. 2.技術向上意欲. 3.困難の克服 4.勝利志向

性， 7.冷静な判断. 8.精神的強靭さ. 11.岡志などの尺度において，男子が高得点を示し，女子に

比べ競技意欲は高いレベルにあることが伺える。又.5.失敗不安.6.緊張性不安の尺度では女子

が高値を示し，競技場面においては女子が冷静な判断や精神的強さに欠け，自己をコントロール

する能力に劣っていることが示された。

②年齢レベルによる差異については，小・中・高校のグループに分類して検討した。その結果，

1.目標への挑戦. 4.勝利志向性. 11.闘志. 13.不節制の各尺度において 3グループ聞の得点に有

意差が認められ，自己の目標や限界に積極的に挑み，競技においても勝とうとする意欲は小学生

が最も高く，次いで中・高校生の順であった。又，冷静な判断.8.精神的強靭さなどの尺度でも

小学生が高得点を示し競技場面でも情緒的に安定したものが見られた。更に. 9.コーチ受容

10.対コーチ不適応の尺度も小学生に肯定的な反応が見られ， コーチとの人間関係が円滑に行わ

れているのが伺えた。

@競控レベルについては，全国大会出場者とそれ以下の地域大会出場者のグープに分けて検討

したo 1.目標への挑設， 2.技術向上意欲.3.困難の克服.4.勝利志向性.5.失敗不安.6.緊張性
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不安， 7.冷静な判断， 11.闘志 12.知的興味， 13.不節制， 16.計画性 の各尺度で優位を示すよ

うに，全国大会出場者のグループが，いわゆる「やる気」の面で高いものを示L.，良い成読を上

げるため，良い記録を出すことへの意欲が伺え，また，競技場面においても，情緒的に安定した

状態で試合に臨んでいる様である。

@ 男子(女子も同様〉グループをさらに，小・中・高校生の年齢レベルや全国大会出場者とそ

うでない者の競技レベルについても比較したが，①，②，③とほぼ同様の結果を示した。

⑤ 水球選手は高校の男子が対象であったところから，競泳男子高校生と比較してみたところ，

4.勝利志向性， 12.知的興味 の尺度で水球選手のグループが高い得点を示し， 9.コーチ受容，

10.対コーチ不適応の尺度では逆に否定的反応を示していた。

⑥ ジソクロナイズドスイミングのグープは女子全体のグループと対比してみた結果， 4.勝利志

向性， 11.闘志， 12.知的興味， 17.努力への因果帰属の尺度以外では，シンクログループが全て官

定的反応を示し，特にコーチとの信頼関係が極めて良好な状態に保たれていることが注目された。

参考文献

1)松田岩男他 「スポーツ選手の心理的適性に関する研究ー第3報一」昭和56年度日本体育協会スポーツ科

学研究報告， 1-39， 1981 

2)松田岩男他 「スポーツ選手の心理的適性に関する研究ー第4報一」昭和57年度日本体育協会スポーツ科

学研究報告， 1-73， 1982 

3)坂井学他 「サッカー選手の競技動機に関する研究」広島体育学研究第11号， pp. 33-46， 1985 

4)財満義輝他 「競技前・競技中の心理要因に対する選手と監督・コーチの評価」日本スポーツ心理学研

究，第11巻第1号， pp. 58-62， 1984 


